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しかし、累進度の緩和は、近年の物価高騰を踏まえると慎重に検討を続けて

いく必要がある。 

③ 公衆浴場汚水使用料 

現在、一般汚水用とは別に設定されている公衆浴場汚水使用料については、

「公衆浴場法」等において、保健衛生上の観点や経営への配慮から必要な措置

を講ずることとされている。このことから、一般汚水用よりも低い水準となっ

ている現行の使用料体系を原則として継続するが、基本使用料や３０ｍ3 までの

超過使用料単価は、一般汚水用使用料と同額として改定し、３１ｍ3 以上の単価

については据え置くことが適当である。 

 

これらの料金及び使用料体系の変更について、本委員会で慎重に検討を重ねた

が、今回の改定については使用者の納得感と、料金及び使用料改定の分かりやす

さを重視し、基本料金（基本使用料）及び従量料金（従量使用料）について、一

律２０％引き上げることが適当であるとの判断に至った。 

以上のことを踏まえ、本委員会で作成した料金表が以下のとおりである。 

 

水道料金       （１か月あたり・税抜） 

口径 
基本料金 

（円） 

従量料金（円/ｍ3） 

1～10ｍ3 11～30ｍ3 31～100ｍ3 101ｍ3以上 

13 ㎜ 1,150 

5 122 137 151 

20 ㎜ 1,370 

30 ㎜ 1,730 

40 ㎜ 2,020 

50 ㎜ 3,310 

75 ㎜ 5,040 

100 ㎜ 6,480 

 

下水道使用料 （１か月あたり・税抜） 

種別 
基本使用料 

（円） 

従量使用料（円/ｍ3） 

1～10ｍ3 11～20ｍ3 21～30ｍ3 31～40ｍ3 41～50ｍ3 51～100ｍ3 101ｍ3以上 

一般汚水 1,370 7 151 180 209 238 269 294 

浴場汚水 1,370 7 151 180 47 

 










